























2 ） 全国商業高等学校協会、「情報処理研究部の今後の方向（2020年 3 月18日 UP）」、オンライン、http://















市販のテキスト等で取り上げられている一般的な学習順序は、A → B → C の順である 4 ）。
本コースにおいても当初は A → B → C の順序で実施していたが、近年は A → C → B の順
序で実施している。そこで、両者を比較して、本コースのような集中講義形式の講習会にお
いて、どのタイミングで C の「オブジェクト指向の考え方」を学習するのが適当かを講習会



















4 ） たとえば、高校の授業用の教科書「中沢興起（2013）『最新プログラミング オブジェクト指向型言語』、
実教出版」の第 2 章「プログラミング基礎」は、「プログラミングの手順」、「データの入出力と演算」、
「アルゴリズムの表現技法」、「条件判定と繰り返し」、「オブジェクト指向の考え方」の順（A → B → C）
になっている。一方、「梅原嘉介（2006）『文系のための Java 入門」、工学社』」では、「クラスとオブジェ
クトの作り方」、「クラスとオブジェクトの実践」、「基本的な Java プログラミングに挑戦しよう」の順










本コースは、筆者の 1 人（樽磨）を講師とし、もう 1 人の筆者（小林）を実習補助員とし








ケート調査（任意提出）を実施している。結果は、表 2 と表 3 に示す通り、参加者の 4 分の
3 強（76.3%）がプログラミング経験者であり、5 分の 1 強（21.4%）が Java 言語によるプロ
グラミングの経験者である。プログラミング初心者を対象としたコースであるが、高校で情
報処理関連の授業を担当している教員が主として参加している。自由記述欄には、「今回の
6 ） 初年度のみ、講師 1 名のみで実施した。
表 1　講習会日程と参加者数
実施
年度 実施日 会　場 参加者数（A）
免許状更新講習対
象者数（内数）（B） B/A
2009 8 /10（月）～ 8 /13（木） 東商業 24 8 33.3%
2010 8 / 2 （月）～ 8 / 5 （木） 東商業 30 15 50.0%
2011 8 / 1 （月）～ 8 / 4 （木） 東商業 39 21 53.8%
2012 7 /24（火）～ 7 /27（金） OBF 44 21 47.7%
2013 7 /23（火）～ 7 /26（金） OBF 36 14 38.9%
2014 7 /22（火）～ 7 /24（金） OBF 26 16 61.5%
2015 7 /21（火）～ 7 /24（金） OBF 23 12 52.2%
2016 8 / 3 （水）～ 8 / 6 （土） OBF 16 7 43.8%
2017 7 /31（月）～ 8 / 3 （木） OBF 26 15 57.7%
2018 8 / 7 （火）～ 8 /10（金） OBF 31 22 71.0%
2019 8 / 5 （月）～ 8 / 8 （木） OBF 25 13 52.0%











本コースの学習範囲は、全商協会の「情報処理検定試験 プログラミング部門」第 2 級にお
ける Java 言語の出題範囲の大部分に加えて、第 1 級の内容を一部含んだものとしている。


























2014 26 19 13 68.4% 3 15.8% 23.1%
2015 23 20 16 80.0% 5 25.0% 31.3%
2016 16 15 10 66.7% 3 20.0% 30.0%
2017 26 23 17 73.9% 3 13.0% 17.6%
2018 31 30 25 83.3% 7 23.3% 28.0%
2019 25 24 19 79.2% 7 29.2% 36.8%



















マクロ JAVA COBOL VB
2014 19 17 0 0 4 0 3 0 4 7 2 2
2015 20 13 0 0 8 0 4 1 2 13 1 3
2016 15 12 0 0 4 0 3 2 4 4 1 1
2017 23 22 3 4 8 6 8 2 5 12 1 1
2018 30 25 3 4 9 2 11 2 7 16 1 3
2019 24 23 5 3 5 4 3 1 4 11 1 1
合計
131 112 11 11 38 12 32 8 26 63 7 11



























  = = > >= < <= !=  if 〜 else 〜  try 〜 catch 〜
 算術演算子  if 〜 else if 〜 else 〜  switch 〜 case 〜
  + - * / % ++ - -  for  return
 代入演算子  while  break
  = += -= *= /= %=  throws  continue
 論理演算子  クラスの利用  クラスの利用
  && || !   Scanner   PrintWriter
 文字列結合（ + ）   FileReader   ArrayList
 エスケープシーケンス   BufferedReader
  \n \t \\ \' \"   FileWriter
 注釈   BufferedWriter















として配布）を使用している。独自テキストの目次を図 3 に示す。学習の補助として LMS8 ）
上に構築した Web ページを用意し、ここで、教材（PDF 化したテキスト全文とそこで扱っ
ている例題・練習問題のソースプログラム等）を配布するとともに、講習内容の要点を整理
復習することを目的としたオンラインの小テスト、参加者同士のディスカッション用の掲示
板等を提供している 9 ）。参加者からの要望もあり、講習会で使用した Web ページは、講習会
終了後も年度末までは参加者に公開している。












習会で利用した実習環境を、講習会後に参加者が自身の PC もしくは所属高校の PC に構築
するのは少しばかりハードルが高いという指摘があった。そこで、2015年度以降は、「eclipse
によるプログラミング環境の構築」も講習内容に含むこととし、実習の最初に参加者が持参
した USB メモリに eclipse をインストールしてもらった。そして、講習会期間中は USB メ
モリ内の eclipse を利用して実習するようにした。このように、eclipse がインストールされ
た USB メモリさえあれば、いつでもどこでも講習会期間中と同様のプログミング実習がで
きる環境を提供している。
8 ） 使用したLMS （Learning Management System）はmoodle である。Moodle.org、『open-source community-
based tools for learning』、オンライン、http://moodle.org/ （2020年 3 月20日アクセス）
9 ） 実際は掲示板でのディスカッションはあまりなく、主に課題で作成したプログラムを参加者間で共有す
るために利用した。免許状更新講習対象者は、閉講式前に小テストに再解答することとし、理解度を確認
することで合否判定基準とした。表 2、表 3 のもととなったデータは、moodle のフィードバック（アンケー
ト）機能を利用して収集している。
10） Enabling Open Innovation & Collaboration | The Eclipse Foundation、オンライン、https://www.eclipse.







③13:00〜14:30 第3章 Javaの特徴、第4章 プログラム開発環境eclipseを使う
④14:40〜16:10 【第2部 Java言語によるプログラミング入門】
第1章 メッセージを表示する、第2章 計算結果を表示する
2日目 ⑤ 9:00〜10:40 第3章 キーボードから入力したメッセージを表示する、第4章 入力したデータをもとに
計算する
⑥10:50〜12:10 第5章 条件分岐①（if構文)、第6章 条件分岐②（switch構文）（割愛）
⑦13:00〜14:30 第7章 条件分岐③(複雑な条件式)、第8章 課題学習(1)
⑧14:40〜16:10 第9章 繰り返し①(while構文とdo while構文)、第10章 繰り返し②(for構文)
3日目 ⑨ 9:00〜10:30 第11章 繰り返し③(2重繰り返しと無限ループ)、第12章 課題学習(2)
⑩10:40〜12:10 【第3部 大量のデータを取り扱う】
第1章 配列の利用①、第2章 配列の利用②（割愛）
⑪13:00〜14:30 第3章 ファイルの利用と例外処理、第4章 課題学習
⑫14:40〜16:10 【第4部 オブジェクト指向プログラミングの基礎を学ぶ】
第1章 メソッドの利用








   ※ 2014年度に使用したテキストの章立てにもとづいている（図 3 参照）。
   ※ 1日目から3日目までの16:10～16:30は、質問・ディスカッションの時間を取っている。
図 2 ⑴　2014年度の講習会計画表（ABC の順）
2019年度










3⽇⽬ ⑨ 9:00〜10:30 第8章 メソッド③（戻り値とゲッタメソッド）




⑫14:40〜16:10 第13章 条件分岐①（if構⽂）、第14章 条件分岐②（switch構⽂）（割愛）
4⽇⽬ ⑬ 9:00〜10:30 第15章 繰り返し①（while構⽂とdo〜while構⽂）
⑭10:40〜12:10 第16章 繰り返し②（for構⽂）、第17章 課題学習(1)、第18章 課題学習(2)（割愛）





   ※ 2019年度に使用したテキストの章立てにもとづいている（図 3 参照）。
   ※ 1日目から3日目までの16:10～16:30と4日目の16:10～16:20は、質問・ディスカッションの時間を取っている。







ABC パターンのテキスト11） ACB パターンのテキスト12）
【第 1 部基礎レクチャー】（78ページ）
第 1 章 コンピュータ内部での情報処理の仕組み
第 2 章 プログラム言語
第 3 章  Java の特徴
第 4 章 プログラム開発環境 eclipse を使う
【第 2 部 Java 言語によるプログラミング入門】
（192ページ）
第 1 章 メッセージを表示する
第 2 章 計算結果を表示する
第 3 章  キーボードから入力したメッセージを
表示する
第 4 章 入力したデータをもとに計算する
第 5 章 条件分岐①（if 構文）
第 6 章 条件分岐②（switch 構文）
第 7 章 条件分岐③（複雑な条件式）
第 8 章 課題学習（1）





第 1 章 配列の利用①
第 2 章 配列の利用②
第 3 章 ファイルの利用と例外処理
第 4 章 課題学習
【第 4 部オブジェクト指向プログラミングの基
礎を学ぶ】（106ページ）
第 1 章 メソッドの利用
第 2 章  オブジェクト指向プログラミング①
（クラスからオブジェクトを生成する）
第 3 章  オブジェクト指向プログラミング②
（アクセス制御とカプセル化）
第 4 章  オブジェクト指向プログラミング③
（コンストラクタ）
第 5 章  オブジェクト指向プログラミング④
（クラスの継承と拡張）
第 6 章 課題学習
【第 1 部 Java プログラミングをはじめよう】
（80ページ）
第 1 章 基礎レクチャー : プログラム言語とは ?
第 2 章  Java プログラミングを体験しよう
第 3 章  メッセージを表示する／ Java ソース
プログラムの基本構造
第 4 章 変数の利用と計算処理
【第 2 部オブジェクト指向プログラミングの基
礎を学ぼう】（144ページ）
第 5 章 クラスとオブジェクト
第 6 章  フィールド変数／メソッド①（引数と
オーバーロード）
第 7 章 メソッド②（引数とセッタメソッド）
第 8 章 メソッド③（戻り値とゲッタメソッド）
第 9 章 コンストラクタ／アクセス制御
第10章 クラスの拡張と継承
第11章 課題学習









































2019年度 1日目 2日目 3日目 4日目
よく理解できた 24 100.0% 20 83.3% 20 83.3% 20 83.3%
難解である 0   0.0% 4 16.7% 4 16.7% 4 16.7%
やさしかった 0   0.0% 0  0.0% 0  0.0% 0  0.0%






































2）7 行目と 8 行目の変数の型宣言において、整数型の int は小文字で始まっているが、文字








3）図 5 は、キーボードからのデータ入力を含むプログラムの例である。プログラムの 8
行目は、Scanner クラスからオブジェクトを生成する記述である。この部分を「java.util
パッケージに用意されている Scanner クラスから new 演算子でオブジェクトを作成し、
Scanner クラス型（参照型）のオブジェクト変数 sc に代入する。なお、Scanner クラスの



































る 3 日目と 4 日目では50％を下回っている。このことから、参加者の半数強はオブジェクト
指向プログラミングの内容の理解が消化不良の状態で講習会を終えていると判断できる。一
方、2019年度（●印）は、オブジェクト指向を扱う 2 日目に「よく理解できた」の回答数の
比が減少している。しかし、その後は減少することなく、1 日目から 4 日目に至るまで80％
以上を保持している。
図 7 は、11年間（11回分）のアンケート調査結果を、ABC の順序で実施した前半の 6 回
と、ACB の順序で実施した後半の 5 回に分けて、1 日ごとの加重平均を取ったものである。
年度によって参加者のプログラミング経験の程度に差があること、また、学習項目の多寡、
課題学習に費やす時間など、内容を若干変更していることから、多少傾向はぼやけている








































Enabling Open Innovation & Collaboration | The Eclipse Foundation、オンライン、https://www.
eclipse.org/（2020年 3 月20日アクセス）
Moodle.org、『open-source community-based tools for learning』、オンライン、http://moodle.org/
（2020年 3 月20日アクセス）
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全国商業高等学校協会、「検定」、オンライン、http://www.zensho.or.jp/puf/download/exam/range/
info.pdf （2020年 3 月20日アクセス）
全国商業高等学校協会、「情報処理研究部の今後の方向（2020年 3 月18日 UP）」、オンライン、http://








menkyo-pubsys-web/pubuser/ （2020年 3 月20日アクセス）
文部科学省、「教員免許更新制」、オンライン、http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/
（2020年 3 月20日アクセス）
－  　　－47
オブジェクト指向プログラミングの効果的学習順序の検討（樽磨・小林）
